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表 7 一般重金属廃液中のTOC（全有機体炭素mg/L）測定結果 
2000 年 1 月～2014 年 3 月 
部㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 局 TOC（平均） TOC最大 液量(L) サンプル数 
 薬学研究科 19,000 76,000 1,175 34 
 化学研究所 19,000 180,000 2,593 83 
 エネルギー理工学研究所 19,000 110,000 529 18 
 病院 17,000 250,000 2,572 49 
 工学研究科 13,000 250,000 23,650 579 
 医学研究科 11,000 45,000 255 10 
 霊長類研究所 11,000 310,000 468 17 
 保健学科・医療短期大学・人間健康科学 9,600 59,000 728 31 
 理学研究科 9,400 110,000 6,054 125 
 人間･環境学研究科 7,000 47,000 2,136 50 
 生命科学研究科 6,200 19,000 285 12 
 エネルギー科学研究科 5,300 97,000 4,460 80 
 生存圏研究所 5,100 46,000 766 15 
 ベンチャービジネスラボラトリー 4,000 12,000 240 9 
 フィールド科学研究科 3,900 5,100 840 11 
 地球環境学堂 3,400 35,000 1,160 20 
 生態学研究センター 2,600 21,000 1,922 46 
 農学研究科 1,800 170,000 9,308 167 
 総合人間･教育推進部・学務部･国際高等教育院 1,200 20,000 10,176 54 
 原子炉実験所 750 4,200 146 3 
 その他（環境科学センター、博物館等） 1,800 8,600 235 9 
部㻌 局㻌 合㻌 計 8,500 310,000 69,697 1,422 
 
2.4 1,4-ジオキサンの混入について 
























2.2 (3) 廃液情報管理について 
 
 













































平成   年   月   日  
 部局名                               整理番号          
 廃液系別 Hg, CN, P, F, M（該当するものすべて○印で囲む） 貯留区分（   ）  
 廃液量       L   pH              容器番号          
 
 ① 有機物の有無（EDTA などのキレート剤も含む）  
    □0%  □0 ～0.1%  □0.1%以上  
    （内容物                          ）  
 ② リン酸の有無   □0%  □0 ～0.1%  □0.1%以上  
 ③ 珪酸の有無   □0%  □0 ～200ppm  □200ppm 以上  
 ④ アンモニアの有無  □0%  □0 ～0.1%  □0.1%以上  
 ⑤ 廃液区分 Hg の有無  □無機水銀  □有機水銀（塩化物の混入・□有□無） 
 ⑥ 1,4-ジオキサンの有無  □有   □無 (無の場合は、⑦に回答してください。) 
 ⑦ 研究室で 1,4-ジオキサンを □使用している□使用していない  
 










所 属  
申込責任者（職名：教員）                       ○印  
 連絡先電話番号（         ）  
指導員（職名）                            ○印  
 連絡先電話番号（         ）  
利用者（職名）  
 連絡先電話番号（         ）  
京都大学環境安全保健機構  
－ 45 －
保存用  提出用 







































































































2. 有機廃液処理の外部委託について  
 





















































平成 17年度より発足しました。  
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2. 有機廃液処理の外部委託について  
 
































































表 1 有機廃液の貯留区分 
貯留区分 記号 摘要 
有害廃油 WO-HO 特定有害物質※を含む可燃性の廃液 
(一般)廃油 WO-OO 有害廃油、引火性廃油以外の可燃性の廃液 
引火性廃油 WO-IO 引火性の高い可燃性の廃液（引火点 70℃以下） 
有害廃希薄水溶液 WO-HAQ 特定有害物質を含む廃水溶液 
(一般)廃希薄水溶液 WO-OAQ 有害廃希薄水溶液以外の廃水溶液 
※特定有害物質：トリクロロエチレン, テトラクロロエチレン, ジクロロメタン, 四塩化炭素,1,2-ジクロロエタン, 
1,1-ジクロロエチレン, シス-1,2-ジクロロエチレン, 1,1,1-トリクロロエタン, 1,1,2-トリクロロエ





























 表 2 には、貯留区分別で各部局より外部委託した
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 表 2 には、貯留区分別で各部局より外部委託した






表 2 各貯留区分の外部委託搬出量（L） 





理学研究科㻌 210 6,190 6,620 2,060 2,150 
薬学研究科㻌 676 3,740 10,775 770 2,618 
工学研究科㻌 2,283 30,490 9,570 13,140 3,780 
農学研究科㻌 510 3,560 1,140 1,350 1,330 
宇治地区㻌 0 4,460 15,010 3,130 4,100 
人間・環境学研究科㻌 170 1,390 490 1,140 170 
医学部附属病院㻌 60 120 0 20 0 
㼕㻼㻿細胞研究所㻌 0 614 0 0 0 
原子炉実験所㻌 0 0 0 0 0 
霊長類研究所㻌 8 110 0 796 0 
産学連携本部㻌 0 0 561 0 0 
フィールド科学教育研究センター㻌 0 0 0 1,000 0 
学際融合教育研究推進センター㻌 10 50 0 490 0 
生態学研究センター㻌 0 0 0 0 0 
医学研究科㻖㻌 50  400  0  270  0  
ウイルス研究所㻖㻌 0  10  0  0  0  
再生医科学研究所㻖㻌 50  110  30  110  10  
アジア・アフリカ地域研究研究科㻖㻌 0  260  0  0  0  
物質㻙細胞統合システム拠点㻖㻌 30  200  120  130  0  
生命科学研究科㻖㻌 0  180  0  140  0  
地球環境学堂㻖㻌 0  0  0  180  0  
環境科学センター㻖㻌 0  0  0  90  0  
計㻌 4,057 51,884 44,316 24,816 14,158 
* 環境科学センターが代行している部局 
 
表 3 PRTR 対象物質の環境への排出量および事業所外への移動量（kg） 
  大気 下水道 事業所外 
吉田 
クロロホルム 2,944  57  3,383  
ジクロロメタン 2,692  13  3,603  
アセトニトリル 1,358  73  1,007  
ヘキサン 3,549  0  5,302  
  ダイオキシン類 37  0  689  
桂 
クロロホルム 6,788  122  6,651  
ジクロロメタン 4,440  15  3,158  
トルエン 650  0  946  
ヘキサン 3,973  0  6,196  
宇治 
クロロホルム 1,968  43  2,812  
ジクロロメタン 1,885  6  898  
トルエン 415  0  915  
ヘキサン 1,400  0  2,236  
ダイオキシン類は、焼却炉から排出された量 
 
